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1. はじめに
2026年4月21日、OpenAIは画像生成モデルの最新版「ChatGPT Images 2.0」を全ユーザー向け

に公開しました 1 。前バージョンのGPT-Image-1.5（2025年12月リリース）から約4ヶ月で登

場した本モデルは、単なる画質向上にとどまらず、「推論と調査を伴うデザインエージェント」

という質的転換を遂げています。

本レポートでは、ChatGPT Images 2.0の技術的特性を正確に評価した上で、著作権・商標権・

意匠権・パブリシティ権という知財実務の各領域に対するインパクトを、2026年現在の最新の

法的動向（日本の知的財産推進計画2026、EU AI Act、USPTOの新ガイドライン等）を踏まえて

深掘りします。

2. ChatGPT Images 2.0の技術的評価

2.1. 「Thinkingモード」の登場：画像生成からデザインエージェントへ

ChatGPT Images 2.0の最大の革新は、OpenAIのO-series推論能力を画像生成プロセスに統合し

た「Thinking（思考）モード」の搭載です 2 。従来の画像モデルがプロンプトを受け取り単一

の出力を返す「ブラックボックス」であったのに対し、本モデルはピクセルを描画する前に以

下の処理を行います。

まず、リアルタイムウェブ検索を通じて最新情報を取得し、視覚的な正確性を担保します。次

に、複数の異なる画像を1プロンプトから最大8枚生成しながら、キャラクターやオブジェクト

の同一性を維持します。さらに、基本的なプロンプトを十分に調査・検討された最終画像へと

変換する推論プロセスを経ます。VentureBeatのデモでは、複雑なPowerPointファイルを解析

し、正しいロゴを特定してプロフェッショナルなポスターを生成することに成功しています 2

。

2.2. 主要機能の概要

機能カテゴリ 詳細 知財実務への関連

テキストレンダリング 密なテキスト構成でも読みやす

いタイポグラフィを生成。バー

商標・ロゴの複製リスク、著作

権侵害



2.3. 安全スタックと知財セーフガード

OpenAIが公開したシステムカード（2026年4月21日）によれば、ChatGPT Images 2.0は多層的

な安全保護を実装しています 3 。

安全評価の結果として、インスタントモードでは99.1%、思考モードでは99.2%の敵対的プロン

プトが安全な出力へと誘導されています 3 。ただし、これらのセーフガードは主に「明らかに

違法なコンテンツ」（性的コンテンツ、暴力等）を対象としており、著作権侵害の境界線にある

「スタイルの模倣」や「類似キャラクター」については、知財実務家が個別に判断する必要が

あります。

3. 著作権実務へのインパクト

3.1. AI生成物の著作権帰属問題

ChatGPT Images 2.0が生成した画像の著作権帰属は、現行法下では依然として不明確です。英

国のTaylor Wessing法律事務所の2026年3月の分析によれば、AI生成デザインに対する著作権保

コードの日付まで正確に再現

多言語対応

日本語・韓国語・中国語・ヒン

ディー語・ベンガル語の非ラテ

ン文字に対応

各国著作権法・商標法との交差

キャラクター一貫性

最大8枚の連続画像でキャラク

ター・オブジェクトの同一性を

維持

マンガ・アニメキャラクターの

著作権侵害

実在人物の生成
著名人・一般人の肖像を生成可

能
パブリシティ権・肖像権侵害

ウェブ検索統合
リアルタイムで既存コンテンツ

を参照して画像を生成
既存著作物の無断利用リスク

空間推論
フロアプラン・地図・3D透視

図の生成

建築著作権・地図著作権との関

係

画像出所証明
C2PAメタデータ＋不可視ウォ

ーターマークを統合
著作権侵害訴訟での証拠能力

「思考モデルは、敵対的なリクエストを単に要求された違反コンテンツとして生成するので

はなく、安全なものへと変換（Safe Completions）するように訓練されています。その結

果、思考モードにおいて真に違反となる生成画像のプールは大幅に小さくなります。」 3



護は極めて限定的であり、政府は「人間の著作者なしのコンピュータ生成作品」に対する保護

の廃止を検討しています 4 。

日本の著作権法においても、著作物は「思想又は感情を創作的に表現したもの」（著作権法第2

条第1項第1号）と定義されており、AIが自律的に生成したコンテンツには原則として著作権が

認められません。ただし、ユーザーが詳細なプロンプトを設計し、生成物を選択・編集した場

合、その創作的関与の程度によっては著作権が認められる可能性があります。

実務上の対応： 企業がChatGPT Images 2.0を用いてデザインを作成する場合、プロンプトの設

計過程、生成物の選択基準、人間による修正内容を記録・保存しておくことが、著作権帰属の

主張において重要な証拠となります。

3.2. 学習データと著作権法第30条の4（日本）

日本では著作権法第30条の4により、情報解析目的での著作物利用が広く認められていますが、

「著作権者の利益を不当に害する場合」は例外とされています。2026年現在、日本の「知的財

産推進計画2026」に向けた意見募集では、AIと知的財産権に関する意見が901件中408件（最

多）を占め、クリエイター側からAI学習に対する規制強化を求める声が多数寄せられています 

5 。

2026年には大阪地裁において、AI記事作成サービスが他社の記事を学習して類似記事を大量生

成していた問題について、一部で著作権侵害が認定された事案も発生しています。画像生成AIに

おいても同様の訴訟リスクが高まっており、特にChatGPT Images 2.0のウェブ検索統合機能

は、既存著作物を直接参照して画像を生成するため、著作権侵害の主張を受けやすい構造を持

っています。

3.3. スタイルの模倣と著作権

ChatGPT Images 2.0はマンガ・アニメスタイルの画像を高精度で生成できます。日本の著作権

法上、「スタイル」や「画風」自体は著作権で保護されませんが、特定のキャラクターの外観

（例：特定のマンガキャラクターの服装・顔の特徴）を再現した場合は著作権侵害となり得ま

す。また、特定の著名なマンガ家の画風を模倣した場合、不正競争防止法上の問題が生じる可

能性もあります。

4. 商標実務へのインパクト

4.1. AI生成ロゴの商標登録とクリアランス

ChatGPT Images 2.0の高度なテキストレンダリング能力により、企業はAIを用いてブランドロ

ゴやパッケージデザインを短時間で大量に生成できるようになりました。しかし、AI生成ロゴ

を商標として使用・登録する際には、既存の商標との類似性（クリアランス）が重大な問題と

なります。



米国特許商標庁（USPTO）は2026年4月、商標検索システムにAI画像検索ツールを導入しまし

た 6 。これにより、出願人は画像をアップロードして類似の図形商標を検索することが可能に

なりました。日本特許庁においても、AI画像検索の活用が進んでいます。

実務上の対応： ChatGPT Images 2.0で生成されたロゴを商標として使用・登録する前に、AI画

像検索ツールを活用した包括的なクリアランス調査を実施することが不可欠です。特に、AIが

既存の有名ブランドロゴに類似したデザインを生成するリスクがあるため、生成されたロゴが

既存商標と混同を生じさせる可能性がないかを慎重に検討する必要があります。

4.2. 著名人の商標権活用

JD Supriaの2026年の報告によれば、著名人がAIによる無断肖像・声の利用に対抗するために、

商標法を積極的に活用する動きが広まっています。特定の名前・サイン・独特の表現を商標登

録することで、AIが生成したコンテンツに対して商標権侵害を主張する戦略です。ChatGPT 

Images 2.0が実在の著名人の画像を生成する能力を持つことから、この動向は今後さらに加速

することが予想されます。

5. 意匠実務へのインパクト

5.1. AI生成デザインの意匠登録

製品デザインやGUIの生成において、ChatGPT Images 2.0は強力なツールとなります。USPTO

が2026年3月に発行したブレティンによれば、意匠特許（Design patent）は製品の視覚的・装

飾的外観を保護するものであり、AIがこれをモデル化することは比較的容易であると指摘され

ています 7 。

しかし、米国特許法では発明者は「自然人」でなければならず、AIは発明者になれません 7 。

日本の意匠法においても同様に、「創作者」は自然人に限られます。実務上は、AIが生成したデ

ザインに対して人間がどの程度「着想（conception）」を与え、修正を加えたかを記録し、人間

の貢献を証明することが意匠登録の鍵となります。

5.2. 先行意匠との類似性

ChatGPT Images 2.0が生成した製品デザインが、先行する登録意匠と類似している場合、意匠

権侵害となる可能性があります。特に、本モデルがウェブ検索を通じて既存の製品デザインを

参照して新しいデザインを生成する場合、先行意匠との類似性リスクが高まります。

6. パブリシティ権・肖像権へのインパクト

6.1. 日本の法的動向



日本においては、2026年4月17日、法務省が生成AIによる声や肖像の無断利用に関する民事損

害賠償のガイドラインを策定するための専門家パネルを設置しました 8 。このパネルでは以下

の事項が議論されており、2026年夏にガイドラインが取りまとめられる予定です。

• AIによる無断生成がパブリシティ権・肖像権の侵害に当たるかどうかの基準

• 損害賠償額の算定方法
• 著名人と一般人の保護の差異

ChatGPT Images 2.0が実在人物の高精度な画像を生成できることから、このガイドラインの策

定は急務となっています。

6.2. 実務上の対応

企業がマーケティング素材においてChatGPT Images 2.0を使用する場合、実在の人物に類似す

るAI生成画像の使用を制限する社内ルールを設けることが不可欠です。特に、著名人の肖像に

類似した画像を広告に使用した場合、パブリシティ権侵害として損害賠償請求を受けるリスク

があります。

7. コンテンツ透明性と出所証明（Provenance）

7.1. EU AI Actによる透明性義務

2026年8月2日より、EU AI Act（欧州AI規制法）の透明性規則が適用開始となります 9 。同法

第50条に基づき、AIプロバイダーおよびデプロイヤー（利用者）には、AI生成コンテンツであ

ることを明示する義務が課されます。

欧州委員会の「AI生成コンテンツ透明性実践規範（Code of Practice）」第2草案（2026年3月）

では、以下の多層マーキング戦略が標準として要求されています 9 。

7.2. ChatGPT Images 2.0の対応

マーキング手法 概要 法的意義

デジタル署名付きメタデータ

（C2PA）

画像ファイルにAI生成情報を埋

め込む
著作権侵害訴訟での出所証明

不可視ウォーターマーク
画像に知覚不可能なマーキング

を施す
改ざん検知・出所追跡

フィンガープリンティング
コンテンツのデジタル指紋を生

成
無断複製の検知



OpenAIは、ChatGPT Images 2.0においてC2PAメタデータと不可視ウォーターマークを統合し

ています 3 。

知財実務において、これらの出所証明技術は著作権侵害訴訟や商標紛争において、対象となる

画像がAIによって生成されたものか、人間によって創作されたものかを証明する客観的なデジ

タル証拠として機能します。

8. 国際比較：主要法域の法的対応

9. 結論と実務への提言

「C2PA適合プログラムを通じた出所情報の自動開示を可能にするC2PAメタデータへの継続

的なコミットメント、および内部ツールと組み合わせて特定の画像がOpenAIの製品で作成さ

れたかどうかを評価するための、知覚不可能で堅牢かつコンテンツ固有のウォーターマーク

の統合。」 3

法域 著作権 商標 意匠 パブリシティ権

日本

著作権法30条の4

による学習容認

（改正議論中）。

AI生成物への著

作権帰属は原則

なし

特許庁がAI画像

検索を導入。AI

生成ロゴのクリ

アランス強化

意匠法上の「創

作者」は自然人

のみ

法務省が2026年

4月にガイドライ

ン策定パネルを

設置

米国

フェアユース議

論継続。AI生成

物への著作権登

録は原則不可

（米著作権局の

方針）

USPTOが2026年

4月にAI画像検索

ツールを導入

発明者は自然人

のみ（DABUS判

決の影響）

州法ごとに異な

る。著名人が商

標権で対抗する

動き

EU

EU AI Actの透明

性義務（2026年

8月適用）。著作

権指令との調整

EU商標局

（EUIPO）がAI

生成商標の審査

基準を検討中

EU意匠規則の改

正議論

GDPR・AI Actの

複合規制

英国

コンピュータ生

成作品への保護

廃止を検討中

英国知財庁がAI

生成デザインの

商標登録ガイダ

ンスを策定

意匠登録の人間

関与要件を明確

化

パブリシティ権

の法制化議論



ChatGPT Images 2.0の登場は、画像生成AIが単なる「お絵かきツール」から、推論と調査を伴

う「デザインエージェント」へと進化したことを意味します。この質的転換は、知財実務に以

下の4つの重要な変化をもたらします。

第一に、クリアランス調査の高度化が求められます。AIが既存の著作物・商標・意匠を参照し

て新しいコンテンツを生成する能力を持つため、生成されたコンテンツが既存の権利を侵害し

ていないかを確認するクリアランス調査がより重要になります。

第二に、人間の創作的関与の記録が不可欠となります。AI生成物に著作権・意匠権を主張する

ためには、人間がプロンプト設計・選択・修正においてどのような創作的関与を行ったかを記

録・保存することが実務上の必須事項となります。

第三に、透明性義務への準拠体制の構築が急務です。特にEU市場でビジネスを展開する企業

は、2026年8月に迫るEU AI Actの透明性義務に向けて、C2PAメタデータの保持と適切なラベリ

ング体制を構築する必要があります。

第四に、パブリシティ権・肖像権ポリシーの整備が必要です。マーケティング素材においてAI生

成画像を使用する際には、実在の人物に類似するコンテンツの使用を制限する社内ルールを設

け、日本の法務省ガイドライン（2026年夏策定予定）の動向を注視することが重要です。

AI技術の進化は法制度の整備を常に先行しますが、技術的セーフガード（C2PA等）と適切な社

内ガバナンスを組み合わせることで、知財リスクを最小限に抑えつつ、ChatGPT Images 2.0の

強力な能力をビジネスに活用することが可能です。
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